
今年は、どんな１年でしたか？新型コロナウイルスの影響で変わってしま
ったこと、がまんしないといけないこともたくさんあったと思います。冬休

みも例年とは違う過ごし方になりそうですね。
１年の疲れが出て体調を崩してしまわないように、生活リズムを整えて過

ごしましょう。そして、引き続き感染症予防に努めましょう。
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※保護者のみなさまへ
令和2年11月4日付け、教育委員会からの文書

「新型コロナウイルス感染症にかかる自宅待機（出席停止）の取扱いについて（お願い）」の

一部抜粋です。再確認をお願いします。

１ 同居の家族が医療機関からの指示又は濃厚接触者と判断されＰＣＲ検査を受ける場合

・ＰＣＲ検査を受けた対象者の結果が出るまで、症状の有無に関わらず、児童・生徒本人

は自宅待機（出席停止）となります。

２ 家族に風邪症状が見られる場合

・登校を見合わせるようお願いいたします。

※この場合も出席停止扱いとなるため欠席にはなりません。

３ 感染者、濃厚接触者等への配慮

・感染者、濃厚接触者とその家族、新型コロナウイルス感染症の対策や治療にあたる医療

従事者、社会機能の維持にあたる方とその家族に対する偏見や差別が生じないようお子

様への指導をお願いするとともに、うわさ等、風評被害が生じないよう、冷静な対応を

お願いいたします。



言葉を信じていない人は、自分のことも信じていない。

しかし、自分を信じていない人生を生きるのは、とても苦しくて大変だ。

言葉ではああ言ったけれども、本当はそう思っていない。

そんなふうにしか生きられない人生は不幸だ。

言葉と自分が一致していない人生は不幸だ。

だから、本当の自分はどこにいるのかを、人はあちこちに探し求めることになる。

しかし、本当の自分とは、本当の言葉を語る自分でしかない。

本当の言葉においてこそ、人は自分と一致する。

言葉は道具なんかではない。

言葉は、自分そのものなのだ。

だからこそ、言葉は大事にしなければならないのだ。

言葉を大事にするということが、自分を大事にするということなのだ。

自分の語る一言一句が、自分の人格を、自分の人生を、確実に創っているのだと、

自覚しながら語ることだ。

そのようにして、生きることだ。

言葉には、万物を創造する力がある。

言葉は魔法の杖なのだ。

人は、魔法の杖を使って、どんな人生を創ることもできる。

それは、その杖をもつ人の、この自分自身の、心の構え一つなのだ。

～ 池田晶子 「言葉の力」 ～

古来より、日本では「言霊」（ことだま）という言葉があり、「言葉には霊が宿っている」と信じて、言葉
れい

のもつ不思議な力に気づき、それを重要視してきました。声に出した言葉が現実の事柄に対して何らか

の影響を与えると信じられ、良い言葉を発すると良い事が起こり、不吉な言葉を発すると悪いことが起

こるとされています。 “ことば”を大切にしたいですね。


